
リリーの役を演じているグループがありました。

これには教室中が盛り上がりました。

　私もそのアイデアを楽しませてもらったと同

時に、子どもたちが話の内容を理解して楽しん

でいることに感心しました。声を当てた作品の

中には、プロの声優が演じているのではと思う

ほどに高いレベルのものもあり、期待をはるか

に超える子どもたちの力に感動しました。

　子どもが声を当てる動画は、『Here We Go!』

の学習者用デジタル教科書から視聴できるアニ

メーションを加工して作成しました。iPadで、

アニメーションを字幕付き状態で再生し、それ

を iPadの「画面収録」機能で録画します。この

手順で、字幕付き音声なしのアニメーションを

作成することができます。それを本校では、ク

ラウド型授業支援アプリのロイロノート・スク

ール（以下、ロイロノート）を使ってそれぞれの

子どもに配布しました。その際には、台本とし

て、『Teacher's Book』（指導書）に掲載されてい

るセリフのスクリプトもコピーして配布しまし

た。

　子どもたちは音が入ったアニメーションを自

分の端末で観ながら練習した後、グループごと

に配布された、音が消されたアニメーションに

自分たちの声を入れます。ロイロノートには声

を簡単に録音できる機能があるため、それを使

用します。

　録音したデータはロイロノート上で提出させ、

それを教師の iPadからスクリーンに映してみん

なで鑑賞します。

　この一連の操作は、慣れれば問題なく行うこ

とができます。

　途中で間違えたときのことを考えて、１シー

ンごとに録音をして編集するという工夫をする

グループも出てきますが、基本的にはワンテイ

クで撮るように伝えています。これは子どもた

ちにはかなり大変な作業で、途中で誰かが失敗

するとまた初めからやり直しとなるので、緊張

感をもって取り組んでいました。

　アフレコ活動は、楽しみながら繰り返しストー

リーを学べる方法の一つです。また、友達と協

働で何かを作り上げることで、自己肯定感の向

上にもつながる活動でないかと考えています。

アフレコ活動の教材の作り方

増
ます
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キャラクターへ
手紙を書こう

実践紹介3 (中学校1年)

※ロイロノート・スクールは株式会社 LoiLoの登録商標です。

アフレコに使用する動画の
準備、録音方法（iPad）

「設定」＞「コントロールセンター」
と選択してから、「画面収録」の横に
ある をタップします。

1

iPadの画面右上からスワイプして
コントロールセンターを表示させ、
をタップします。3秒間のカウント

ダウンの後に録画が始まります。

2

アニメーションを字幕付きで再生
します。3

録画を停止するには、コントロール
センターを開き、 をタップするか、
画面のいちばん上にある赤いステ
ータスバーをタップし、「停止」をタ
ップします。

4

※ iPad以外の端末でも、基本的な機能を使用して
　動画を準備することは可能です。

　本校では令和3年度から『Here We Go!』を

使用しています。小学校外国語で多くの音に触

れてきた生徒たちには、文法よりも内容から入

るのがよいと考え、授業の冒頭では毎回、デジ

タル教科書収録の「本文ドラマ」（実写動画）を

見せることにしました。「ティナはなぜこんなこ

とを言うのだろう」「この二人は恋しているの

では」など、英語や日本語で意見を交わしなが

ら、キャラクターが展開するストーリーに生徒

たちはすっかり引き込まれています。

　実写動画の中のキャラクターのささいなしぐ

さや、言葉遣いなど、生徒たちはこちらが気づ

かないような細かなところに反応し、盛り上が

ります。1年生3学期に入る頃には、それぞれの

キャラクターに親近感がわいてきたようです。

おそらく、彼らを自分たち自身に置き換えて見

ているのでしょう。ストーリーに夢中になるに

つれて、英語が好きになる生徒が増えてきたこ

とを実感しました。

　そんな折、1年Unit 7のゴール活動で「冬休

みの楽しい出来事を伝えよう」という課題に行

き当たりました。「英語で手紙を書く」という

課題です。当初は、教科書に示されていたとお

りに、ALTへ宛てた手紙を書かせる授業計画を

立てていましたが、ALTには以前にもお礼の手

紙を送っていたことを思い出し、この活動に何

か味気ないものを感じ始めました。ALTに代わ

る誰か、本当の誰かに宛てた手紙を生徒たちが

書く方法はないだろうかと日々模索していたと

ころ、活動のヒントを求めて視聴していたある

DVDの中で出会った「単なる『ごっこ』じゃ、

子どもたちは乗ってこない」という言葉に深く

感銘を受けたのです。「ごっこ」じゃない活動

とは何か、生徒たちにとってのリアルとは何だ

ろうと考えたときに、ふと、生徒たちがいつも

ハラハラドキドキしながら見ている実写動画の

登場人物、教科書のキャラクターたちに宛てて

手紙を書いてはどうかというアイデアが思い浮

かびました。

　1年生の3学期、3月の授業でした。「Tinaや

Hajin、EriやKotaに手紙を書いてみよう。もし

かしたら返事がくるかもしれないよ」と伝えた

ところ、生徒たちは大喜び。「ねえ先生、それっ

て本当？」「よし、書くぞ！」と、たいへん積極

的な反応を示しました。「簡単な英語で相手に

伝えよう」と声をかけ、授業時間の最後の10

分を帯活動として取り組ませました。生徒たち

は1人1台の ICT端末（Chromebook）を駆使し

ながら、わからない英語の表現を調べて、なん

とか伝わる英文を書こうと熱心に取り組んでい

ました。その様子を見ながら、「これが主体的に

学ぶ態度の涵
かん
養
よう
ということなのかもしれない」

と感じたものです。

　生徒たちの手紙の大部分は、一度、教科書に

「ごっこ」ではない、本物の手紙を

簡単な英語で相手に伝えよう

コントロールセンターを開き、 を
ロングタップします。「マイク」をオン
にして「収録を開始」をタップします。
○～○で作成した動画を再生して
アフレコを行い、音声を録音します。

5
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出てきた英語の表現を使って、内容を自分のこ

とに置き換えて書かれています。教科書のター

ゲット表現は、一度教えれば生徒がすっかり理

解しているということにはなりません。それま

での1年間、教科書で学ぶたくさんの表現を生

徒が使いこなせるようになるために、何度も以

前のターゲット表現に戻って使うことを繰り返

していました。その体験が、この手紙を書く際

に生きたのかもしれません。飾りのない平易な

表現を使って、イラストを添えるなどの工夫を

しながら、自分の冬休みの出来事を伝えようと

している生徒が多いようでした。

　手紙の宛先には、メインキャラクター4名の

他にも、Tinaの弟Nickや、中にはリスニング活

動で１回きりしか出てこなかったような人物が

選ばれたりしていて、生徒たちがいかにストー

リーの世界に引き込まれているかを実感しまし

た。

　ついにキャラクターへの手紙ができあがりま

した。「表紙がないと相手に失礼かもしれない

ね」と投げかけたところ、何人かの生徒たちか

ら「キャラクターの似顔絵を描きます」という

声が上がりました。できあがってきた表紙には、

キャラクターの似顔絵が愛情たっぷりに描いて

あって、見ている私もうれしくなりました。仕

上げにリボンをつけて、完成です。

　手紙を光村図書に送ってしばらくたつと、な

んと返事が届きました。生徒たちに伝えると、

大喜び。それぞれのキャラクターからの手紙を、

目を輝かせて読み入っている姿に、この活動を

行ってよかったと心から思いました。

 

　英語の授業では、英文法をしっかりと教えて、

英文を読んで終わり、となる傾向があるように

思います。それは多くの教師自身が教わってき

たやり方なので、なじみと安心感があります。

でも、本当にそれでいいのでしょうか。それが

ゴールとなってしまってはいないでしょうか。

教科書の内容を理解して終わりではなくて、そ

の先に「あなたならどう思うか」「これはどう思

うか」などと意見を交わすことにつながる授業

にしていきたいと考えています。

　そう考えたとき、『Here We Go!』のキャラ

クターは、生徒たちの発話を引き出すきっかけ

になると感じています。今回実践した、キャラ

クターへ手紙を書く活動は、単なる英作文を超

えた「英語で本当の自分の気持ちを表現する」

活動になったと思います。それはきっと、生徒

たちにとって、キャラクターが一緒に英語を学

ぶ友達のような身近な存在だからなのでしょう。

　英語教師としては、いつか生徒たちがみんな

で動画を見て盛り上がったり、意見交換をした

り、手紙を書いたりしたことなど、中学校の英

語の授業を思い出してくれたら、とても幸せに

思います。

キャラクターは生徒たちの友達

生徒が書いた手紙の一部（表紙）

さあ、手紙を送ろう

こちらから、他の作例を
見ることができます。

生徒たちに届いた返事の一部

生徒たちの作例

1312

中
学
校

小
学
校


